
日本では新型コロナ感染症の第８波に入ったとされています。今シーズン

はインフルエンザ流行の兆しもみられ、医療資源ひっ迫に対する危機感が

高まってはいるものの、世の中はコロナ後の世界へむけてどんどん規制が

解除されてきています。日本では、まだまだ脱マスクまでには至っており

ませんが、世界の多くの国でマスクのない生活が始まっています。

ワクチンの普及とSARS-Cov2ウイルスの弱毒化により、確かにデルタ株までと比べるとオミクロン

株以降の死亡率は10分の１以下に下がったとされ、インフルエンザによる死亡率とほとんど差がなく

なったという報告もあり、普通の風邪になったという感覚もあながち間違いではないとも言えます。

病原性もかなり変わりオミクロン株による第７波以降は、当院に入院される方もウイルス性肺炎が

みられることはほとんどなく、コロナウイルス感染によって続発したり悪化したりした脱水、誤嚥性

肺炎、尿路感染、心不全への対応が主となっています。入院経路も、今までは保健所が全例把握を

行い、調整本部が入院先を決めていましたが、全数把握が見直され2022年９月26日にフォローアップ

センターが出来て以降は、当院でも直接の受診、救急搬送、紹介による入院が多くなっています。

政府は新型コロナ感染症を５類に引き下げる検討を始めており、一部医療機関だけでなくすべての

医療機関でCOVID-19診療を行うようにする流れにはなっています。しかし、現在使用できるCOVID-

19治療薬はどれも高額かつ処方のための制限も多く、一般診療で対応するのはかなり無理があります。

期待されていた初の国産COVID-19治療薬である「ゾコーバ」が特例承認され、今まで治療薬の対象

に当たらなかった患者に使える薬剤が出てきたことは進歩ですが、残念ながらゲームチェンジャーに

なるほどのインパクトはないように感じます。まだしばらくは、今までCOVID-19治療を受け持って

きた医療機関が果たす役割は大きいと思いますので、当院も引き続き気を引き締めてCOVID-19診療

に当たりたいと思っております。今後も新型コロナ感染症に関する状況は刻々と変化していくと思わ

れますので、お困りのことがございましたら、お気軽にご相談いただければと思います。
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《 COVID-19診療の新たなフェーズについて 》

呼吸器内科 片山 伸幸
かたやま のぶゆき
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金沢市立病院の糖尿病・内分泌内科では、科長の小池伸彦先生を中心に

糖尿病をはじめとする代謝性疾患や甲状腺疾患などの内分泌疾患の患者

さんの診療を行っています。糖尿病患者さんについては、２型糖尿病

だけでなく１型糖尿病や自己免疫性疾患に対するステロイド投与で発症

したステロイド糖尿病、悪性腫瘍や慢性肝疾患・膵疾患に伴う糖尿病

など、様々な病態に応じて10〜90代の幅広い年齢層に対して診療を行っています。

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、療養指導については、管理栄養士による個別栄養指導や

病棟看護師によるパンフレットを用いた個別指導を中心に形態を変えながら、感染症治療と療養指導

の両立に取り組んでいます。

高齢化や食習慣の変化により我が国における糖尿病の有病率は増加傾向ですが、昨今は新規の

糖尿病治療薬が毎年のように発売されており、低血糖リスクが少ない薬剤が次々に登場しています。

より安全で良好な血糖コントロールが容易になりつつある一方で、糖尿病患者の悪性腫瘍合併率や

心血管疾患の合併率はまだまだ高いのが現状です。血糖コントロール不良な患者のみならず、血糖

コントロールが良好で長年推移している患者さんでも、定期的な合併症評価や多職種での介入に

よる食事・運動療法の見直しは必要と考えられます。

合併症評価が必要であったり血糖コントロール不良で治療に難渋されていたりで、糖尿病教育入院

が必要な患者さんがおられましたら、是非当院へご紹介ください。CTや超音波検査、上部消化管

内視鏡はもちろん、循環器内科や脳神経外科と連携し必要に応じて虚血性心疾患や脳血管疾患の精査

も可能です。また、管理栄養士による食事指導、理学療法士による運動療法指導も患者さんにご好評

を頂いています。地域の先生方や患者さんにお役に立てるよう尽力してまいりますので、お気軽に

ご紹介いただければ幸いです。

《 糖尿病の教育入院について 》
内分泌・糖尿病内科 鎧高 彩夏

多職種で糖尿病診療に

取り組んでいます!!

（前列左より）鎧高医師、小池科長、岩木医師

（後列左より）末永管理栄養士、太田管理栄養士

今井薬剤師、新谷薬剤師

よろいだか あやか

金沢市立病院地域連携室通信「スクラム」Vol.071　　　　　　　　All Rights Reserved Copyright 2022 Kanazawa Municipal Hospital



《 新任医師のご紹介 》

医師になって20年目になります。金沢大学附属病院で

13年ほど勤務したのち、10月に当院に赴任いたしました。

大学病院では、主に股関節や膝関節の人工関節手術や関節

温存手術に携わってきました。後半の6年間は、医療安全

管理部に所属し、院内のチーム医療、医療安全、医療の質

向上を目指し活動をしておりました。患者さん、地域の

医療機関の皆さんに選んでいただけるような診療を心がけ

ております。骨、筋肉、靭帯などの整形外科疾患でお悩み

の方は、お気軽にご相談ください。整形外科医長

かじの よしとも

楫野 良知

～ 10月に１名の医師が着任しました ～

《 ホスピタリティアートプロジェクトについて 》

当院では、金沢美術工芸大学との連携のもと、平成21 年度より医療現場におけるアートの潜在的な

可能性を探る研究「ホスピタリティアート・プロジェクト（HAP）」に取り組んでいます。

今年度9月14日より3週間、１階待合ホールに面した大ガラスにカラーセロファンを用いたステンド

グラス風の装飾を施しました。これは「colors（カラーズ）」と題し、金沢美大学生が考えた国際交流

をイメージした図案をもとに作製されました。また、10月8日から3日間は、3年ぶりの実作品展示とな

るホスピタルギャラリーを開催しました。患者さんや市民の方々、医療・介護関係者から募った161作

品を展示し、病院の待合が「美術館」に変わりました。これらアートの力により、病院に彩りに満ちた

安らぎの空間を創出することができました。出品者の皆さま、ご来場いただいた皆さま、関係者の方々

に深く感謝いたします。

[得意分野] 下肢人工関節手術(股関節・膝関節)

ホスピタルギャラリー

光の回廊シリーズ

「colors」

金沢市立病院地域連携室通信「スクラム」Vol.071　　　　　　　　All Rights Reserved Copyright 2022 Kanazawa Municipal Hospital



金沢市立病院地域連携室

〒921-8105 金沢市平和町３丁目７番３号

TEL:245-2626（直通） FAX:245-2693（直通）

http://kanazawa-municipal-hosp.com/

本年11月14日金沢ニューグランドホテルにて、第17回登録医総会を開催いたしました。集合

形式での開催は３年ぶりとなりました。当日は、わかくさホームケアクリニックの熊走院長から

在宅医療の現状と課題、そして病院との連携について貴重なご講演をいただきました。また、残念

ながら情報交換会は中止とさせていただきましたが、先生方と直接お顔を合わせることができ、

大変有意義な会となりました。多くの先生方にご参加いただき、誠にありがとうございました。

《 第17回登録医総会を開催しました 》

《 年賀状によるご挨拶廃止のお知らせ 》

当院では、近年のデジタル化推進や自然環境意識の高まりなどを鑑み、年賀状による新年の

ご挨拶を控えさせていただくことにいたしました。当院への年賀状によるお心遣いもご無用です

ので、何卒ご理解いただきたいと存じます。新年もどうぞよろしくお願いいたします。

整形外科 安念医師の報告

「脊椎・脊髄のキホンと手術方法」

熊走院長の講演

「在宅医療が出来る事、病院に望む事」
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